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攻撃所要時間に着目したバスケットボールの  

ハーフコート。オフェンスの検討  

大高敏弘1），吉田健司2），内山治樹2）   

Focusingono鮎nsivetimeofthehalfcourto鮎nseinbasketball  

ToshihiroOTAKA＊，KenjiYOSHIDA＊＊，HarukiUCH］YAMA＊＊   

7hisstudywasintendedtoclari付thes廿uctureofthehalfcourtoffense，basedon  

men’scollegebasketbal1teamS．OffensivetimeswereclassiBedas（1）一■within12．Osec．”  

（2）“12．1～16．Osec：7（3）“16．1～20．Osec．”（4）“above20．1sec．”．weinvestigatedthehalf  

courtoffense，fbcusingontheareapaSSeSWerereCeived（guardposition，forwardposi一  

也）n，COrner，highpost，lowpost）andplaysexecutedfbrpassreceptiontoshoot．   

Themainresultswereasfollows：1）Executionofratiothehalfcourto触nsefor  

eachclassi負cationwere“12．1～16．Osec．（43．8％）”，’Lwithin12．Osec．（32．6％）’’，“16．1％  

～20．Osec．（19．3％）’．，“above20．1see．（4．4％），reSPeCtively．0鮎nsive也melastingover  

20．1sec．wasrarelyobserved．2）In“within12．Osec∴sh（）OterSmainlyexecutedpost  

upandreceivedpassinthelowpostarea．Whenshootersexeeutedscreenplayforpass  

reception，nOSigniLcantdifEbrenceswereobservedbetweenthe負veareasofpasses  

received）．3）InL‘12．1～16．Osec∴shootersmainlyexecutedI－Cut，V－Cut，しcutandre－  

CeivedpassintheguardpositionandthefoIWardposition．Nosigni丑cantdifferences  

WereObservedbetweenthe丘veinvestigatedareaswhenshootersexecutedsereenplay  

forpassreception．4）In“16．1～20．Osec∴shootersmainlyexecutedI－Cut，VIcut，し  

Cutandreceivedpassinthe払rwardposition．   

Fromtheresults，itwasindicatedthattheareator・eCeivepasseswerenearthe  

basketwhenoffbnsivetimewasshort．Furthermore，paSSreCep也onoutsideofthepaint  

areaincreasedasoffensivetimebecamelonger．rrhustherewas“priorityplacing（1．  

nearthebasket2．insideofthepaintarea3．outsideofpaintarea）”inareafbrpass  

receptiontoshoot．  

1）筑波大学人間総合科学研究科（体育センター）  

2）筑波大学人間総合科学研究科  

ー 9 －   



トボールのゲ岬ムに勝利するために重要であ  

る。   

ところで，バスケットボールのオフェンス  

のチーム戦術はファスト・ブレイク，アー  

リー・ オフェンス，ハーフコート・オフェン  

スの3つに分類される。このチーム戦術の推  

移をt 吉井（1987，ppふ21）のファスト・ブレ  

イク理論，Woodsand和，Oppenburg（2002）の  

アーリー・オフェンス理論，内山（2004）のバ  

スケットボール競技におけるチーム戦術の構  

造モデルを参考に概観すると，ファスト・ブ  

レイクとは，ボールを素早くフロントコート  

に進め，アウトナンバー（数的に有利な状況  

下）において3～5砂以内に攻めきることで  

あり，アーリー・オフェンスとは，ディフェ  

ンスが3人以上戻っているためにアウトナン  

バーで攻めきることができないと判断した時  

の5～10秒以内で攻めきることであり，ハー  

フコート・オフェンスとは，ディフェンス5  

人全員が戻ってしまっており，ハーフコート  

でのオフェンスを展開していくことであると  

纏められる。そして，相手の得点，ディフェ  

ンシブ リバウンドの穫得あるいは相手のター  

ンオーバーによってボールを獲得してからの  

オフェンスの流れは，次の7つのパターンに  

分類できる。  

（1）ファスト・ブレイク→シュート  

（2）アーリー・オフェンス→シュート  

（3）ハーフコート・オフェンス→シュート  

（4）ファスト・ブレイク→アーリー・オフェ  

ンス→シュート  

（5）ファスト・ブレイク→ハーフコート・オ  

フェンス→シュート  

（6）アーリー・オフェンス→ハーフコート・  

オフェンスー・シュート  

（7）ファスト・ブレイク→アーリー・オフェ  

ンスー・ハーフコー ト・オフェンスー→  

シュート   

基礎技術，個人戦術，グループ戦術をも内  

包しているチーム戦術の出現割合を分析した  

Ⅰ．はじめに  

バスケットボール競技は，（1）3．05mの空間  

にゴールを位置させる，（2）身体接触をしな  

い，（3）ボールを手以外で扱わない，（4）ボー  

ルを持って3歩以上動けない，という4つの  

基本的なルールによって成立し，「ボールの  

所有」と「得点」を争点として巨勝敗は一定時  

間内の得点の多寡によって決定される。  

「ボールの所有」は，基礎技術であるパス，ド  

リブルと，個人，グループ戦術であるカッ  

ト，グループ戦術であるスクリーンプレイか  

ら構成され，「得点」を上げるためにはシュー  

トすることが唯一の方法である。したがっ  

て，オフェンスの目的は，成功率の高い  

シュートチャンスができるまで，パス，ドリ  

ブル，カット，スクリーンプレイを行って，  

ボールの所有を失わずに得点することと捉え  

ることができる。   

さらにシュテーラーほか（1993）が攻撃志向  

のゲームを要求していると，守能（1984）が攻  

撃が敏速かつ積極的に行われるようルール的  

に仕組まれていると指摘している，5秒ルー  

ル削，8秒ルール往2，24秒ルール鋸のバス  

ケットボール尭射支固有の時間に関わるルール  

が加わり，ゲームにおいては，24秒ルールは  

5，8秒ルールを含んでいることから，ボー  

ルを獲得してからパス，ドリブル，カット，  

スクリーンプレイを行って24秒以内にオフェ  

ンスを組み立て，シュートしなければならな  

いということは明白である。   

吉井（1987，p．137）は，攻撃法は攻撃のた  

めに占めるプレイヤーのフロアー上の配置  

（フォーメーション）と，その配置から得点を  

あげるための動き（スコアリングプレイ）から  

できていると述べ，さらに，ゲームで勝利を  

収めるという目標を達成するために，稲垣  

（1989），嶋田（1992），内山（1995，2004）が戦  

術の重要性を指摘していることを考えれば，  

オフェンスのチーム戦術の構築は，バスケッ  
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ベスト8に進出し，2005隼度全月本大学選手  

権では，A大学が5位に人質した．芦 したがっ  

て．本研究で対象とした4チームは大学トリ  

プレベルにある＝  

2．分析方法   

本研究では，ハーフコート・オフェンスの  

定義を内山（2004）の報告を参考にし，フロン  

トコートにオフェンスとディフェンスが5人  

ずつ入り，ディフェンスがそれぞれのマーク  

マンについた状態とし，VTR録画された12  

ゲームからハーフコート・オフェンスのボー  

ルを獲得してから，シュートするまでの攻撃  

所要時間，シュー ターがボールを受けた位  

置．シューターがボールを′受けるために行っ  

たプレイを記録した 

2－1攻撃所要時間   

前述のオフェンスの流れのパターンのうち  

（3），（5），（6），（7）のバックコートから一連  

の流れによって行われたハーフコート・オ  

フェンスによってシュートを放ったオフェン  

スを抽出し，その所要時間を3固計測し，そ  

れらの平均値を1回あたりの攻燦所要時澗と  

したぃすなわちシュートが決まらなかった時  

にオフェンシブリバウンドを独得した場合，  

フロントコートでのアウト・オブ・バウンズ  

プレイからの場合，4ファール以降のフリー  

スローの場合のオフェンスは分析対象から除  

外したし．なお，オフェンスの始まりはディ  

フェンシブリバウンド獲得時，エンドライン  

からのスローイン，サイドラインからのス  

ローインの場合は，デイブェンシプリバウン  

ドは制限区域の内側で獲得することが多いこ  

とから，ディフェンシプリバウンド獲得時と  

オフェンスの移動距離を同様とするために，  

フリースローラインからエンドラインまでの  

聞からのスローインとし，終わりはシュー  

ターの手からボールが離れた時点とした。   

攻撃所要時間は，永山（2004）の大学トップ  

レベルのゲームにおける1回の攻撃所要時間  

加掛まか（1994）は，ハ…ブコート・オフェン  

スの割合が最も高かった（61．2％←70．6％）  

と∴大高ほか（2006）は，総攻撃回数に対する  

ハーフコー ト・オフェンスの割合は69．6％で  

あったと報告しており，ハーフコート・オ  

フェンスがバスケ、ソトボールのゲームにおい  

て多く行われるし 

これまでこのハーフコート・オフェンスに  

問する研究は，パスプレイだけに限定したも  

の（加藤ほか，1993∴加藤ほか，1993，荻田ほ  

か，1995），スクリーンプレイに限定したも  

の（抹Ⅲほか，1996，1997、1998）が多く了攻  

撃所要時間に杏I三lしてハーフコート・オフェ  

ンスを分析したものはみられないハ ゲームIニーI  

に変化する状況に応じて矧掛倒軋 個人戦  

附，グループ戦術を行使し，プレイしなけれ  

ばならないハーフコート・オフェンスでは，  

攻撃所要時間に焦点をあて，シューターがど  

こで，どのようなプレイでパスを′受けたかを  

検討することは重要なことと考えられる。   

そこで，本研究では，ハーフコート・オ  

フェンスが行われたとき，攻撃所要時間ごと  

に，シュートに繋がるパスをどのようなプレ  

イで，どこで受けたかを分析，検討すること  

によって，バスケットボールのハーフコー  

ト・オフェンスのシュートまでの実態を明確  

にし，ハーフコート・オフェンスを指導する  

際の技術，戦術を考えるうえでの知見を得る  

ことを目的とした」   

Ⅰ．研究方法   

1．対象ゲーム   

2005年度K大学リーグ戦2郡上位4大学同  

士の12ゲームを分析の対象とした。なお、対  

象とした大学は2005年度K大学リーグ戦2郎  

上位のA（1位）．B（2位），C（3位）．D大  

学（4位）で，4大学間の対戦成績はA（4勝  

2敗），B（4膵2敗），C（2勝2敗），D（2  

聯2敗）であった。また2005年度K大学選手  

権では，A，C，Dが1部チームに勝利し，  
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は12．2秒であったという報告，倉石（2005）の  

24秒ルール（ショットクロック）のチームオ  

フェンスにおけるファスト・ブレイク（8秒  

まで），アーリー・オフェンス（12秒まで），  

ハーフコート・オフェンス（8秒から24秒）と  

いう時間配分の目安を参考に，①12．0秒以  

下，②12．1秒－16．0秒，③16．1秒～20．0秒，④  

20．1秒以上の4つに分類した。  

2－2 シュートに繋がるパスを受けた地域   

シュー トに繋がるパスを受けた地域は，荻  

田ほか（1995，1996），内山（2004）の報告を参  

考にし，フロントコートを図1のように区分  

した（a，b：ガ岬ドポジション，C，d：フォ  

ワードポジション，e，f：コーナー，g．h：  

ハイポスト，i，j：ローポスト）。  

①ボール保持：基礎級術   

ランニング，ストップ，フェイク，パ   

ス，ドリブル  

②ゴールヘの攻撃：基礎根術，個人戦術  

・シュート（レイアップシュート，ドリブ  

ルシュート，ジャンプシュート）  

・ボール保持者の1対1  

③スペースの創出：個人戦術  

・ボール非保持者の1対1（Ⅴカット，Ⅰ  

カット，Lカット，ポストアップ）  

④スペースの活用：グループ戦術  

・カットプレイ（フロントカット，バック  

カット，フラッシュ）  

・合わせのプレイ（ドリフト）  

・スクリーンプレイ（ドリブルスクリー  

ン，アウトサイドスクリーン，アップス  

クリーン，クロススクリーン，スタガー   

ドスクリーン）   

したがって，シュートに繋がるパスを受け  

るために行ったプレイは以下の5種類とし  

た。  

（1）カ、ソト（スペースを創出するプレイ）：  

ガードポジション，フォワードポジショ  

ンなどの制限区域の外側でマークマンを   

振り切ってパスを受けるプレイ（Ⅴカッ   

ト，Ⅰカット，Lカット），制限区域の   

内側や制限区域近辺でマークマンと駆け   

引きしながら，腕や体を有効に使って，  

スペースを確保してパスを受けるプレイ   

（ポストアップ）  

（2）カットプレイ（スペースを活用するプレ  

イ）：マークマンの前をゴール方向に  

カットしてパスを受けるプレイ（フロン   

トカット），マークマンの後ろをゴール   

方向ヘカットしてパスを受けるプレイ   

（バックカット），ヘルプサイドのフォ   

ワードポジション，コーナー及びローポ  

ストなどから制限区域の内側や制限区域   

近辺に飛び込んできてパスを受けるプレ   

イ（フラッシュ）   

図1 シュー トに繋がるパスを受けた地域の  

区分   

2－3 シュートに繋がるパスを受けるために  

行ったプレイ   

グリフィンほか（1999）はバスケットボール  

におけるオフェンスの戦術的課題を①ボール  

保持，②ゴールヘの攻撃，③スペースの創  

出，（むスペースの活用の4つをあげている。  

そして，吉井（1982），内山（1998，2002）の報  

告を参考にオフェンスの戦術的課題から基礎  

技術，個人戦術，グループ戦術を分類する  

と，次のように纏められる。  
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を行った。なお，存意水準はp＜0．05とし．  

田中・山際（2006）の「出現確率が10％未満5％  

以上のときは有意水準をクリアできないが，  

それをクリアする傾向にある。この有意性m一  

歩手前の段階を有意傾向」という説明から，  

0．05＜p＜0．10を有意傾向とした．   

Ⅱ．結果及び考察  

衷1は大学，攻撃所要時間別におけるハー  

フコート・オフェンスの出現数と出現割合を  

示したものである。 

各攻撃所要時間における大学間のハーフ  

コート・オフェンスの出現数を比較すると，  

どの攻撃所有時間にも存意な叢は認められな  

かった 

4大学の合計でハーフコート・オフェンス  

の出現割合をみると，12．1～16．0秒（43．8  

％），12秒以F（32．6％），16．1－20．0秒（19．3  

％），20．1秒以上（4．4％）の順で，ハーフコー  

ト・オフェンスの76．4％が12．0秒以下と12．1  

～16．0秒の攻撃所要時間で行われ，20．1秒以  

上では少ないということが明らかになった。   

表2は大学及び攻撃所要時間別における  

シュートに繋がるパスを受けた地域の出現数  

と出現割合を示したものである－   

分散分析と多重比較の結栄，いずれの大  

（3）ドリフト（スペースを活用するプレイ）：   

制限区域外側からのドライブや制限区域   

近辺での1対1にドリブルの進行方向，   

逆方向，ゴール方向に動いてパスを受け  

るプレイ  

（4）スクリーン（スペー スを活用するプレ   

イ）：ボール保持者と直接関係するドリ  

ブルスクリーン，アウトサイドスクリー  

ン等のスクリーンプレイによりパスを受   

けるプレイ（オンボールスクリーン），   

ボール非保持者同士のポストマンを利用  

したステーショナリースクリーン，ダウ  

ンスクリーン，アップスクリーン，クロ  

ススクリーンを利用してパスを受けるプ  

レイ（シングルスクリーン），ボール非保   

持者同士のスタガードスクリーン，スク   

リーンフォースクリナ一等のスクリーン   

を2つ以上利用してパスを受けるプレイ   

（ダブルスクリーン）  

3．結果の処理   

平均値の比較には分散分析を行い，有意差  

が認められた場釦こはTukeyのHSD法による  

多重比較を行ったしⅠ比率の比較にはズご検定  

とFiserの直接確率計算法を行い，有意差が  

認められた場合にはRyan法による多重比較  

表1大学及び攻撃所要時間別におけるハーフコート・オフェンスの出現数と出現割合  

20．1′′～  計  12．1′′ ～16．0′′16．1′′～20．0′′  …12．0〝  

8．7±1．6  1．5±0．5   41．5±3．4   

20．9％  3．69も   

9．3±2．2  2．3±0．7   43．8±1．5   

21．3％  5．3％   

8．7±2．9  1．3：±0．9   46．2±3．9  

18．8％  2．9％   

6．5±2．9  2．3±0．7   40．7＝ヒ3．7  

16．0％  5．7％   

8．3±2．6  1．9±0．9   43．0±3．9  

19．3％  4．4％  

15．5±2．6  15．8±3．6   

37．3％  3臥2％   

12．0＝ヒ0．8  20．2±1．8   

27．利己  46．0％   

15．8±4．0  20．3±5．2   

34．3％  44．0％   

12．8±2．6  19．0±3．6   

31．6％  46．7％   

14．0±3．3  18．8±4．2   

3乙6％  43．8％  

A  

B  

C  

D  

計  

上段：出現数の平均±SD  

下段：出現割合  
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に繋がるパスを受けたポジションの出現割合  

を示したものである 

12．0秒以下では，各大学ともローポスト  

（A：64．5％，B：83．3％，C：73．7％、D：  

58．4％）が他のポジションに比べ有意に高  

かった 

12．1…16．0秒では，各大学ともパスを受けた  

ポジションに有意な叢は認められなかった 

16．1～20．0秒では，A大学においてガード  

ポジション（38．5％）がハイポスト（11，5％），  

ローポスト（9．6％）に比べ有意に高かった、、  

B大学においてコーナー（35．7％），フォワー  

ドポジション（28．6％）がローポスト（10．7  

％）．ハイポスト（3．6％）に比べ有意に痛かっ  

学，攻撃所要時間においても，ガードポジ  

ションのa地域とb地域，フォワードポジ  

ションのc地域とd地域，コーナーのe地域  

とf地域，ハイポストのg地域とh地域，  

ローポストのi地域とj地域の出現数に有意  

な差が認められず，同ポジションでは左右叢  

がないということが明らかになった。した  

がって以後の分析をガード，フォワード，  

コ岬ナー，ハイポスト及びローポストのポジ  

ションごとに行った。  

1．攻撃所要時間とシュートに繋がるパスを  

受けたポジション   

図2は大学及び攻撃所・要略問別にシュート   

表2 大学及び攻撃所領時間別におけるシュートに繋がるパスを受けた地域の山現数と出現割合  

フォワー  ／ヽ  

a  b  c  d  e  f  h  l   

0．7±0．5 0．8＝±1．2 0．7±0．5 0．7±0．9 0．8±0．9 0．3±0．7 0．7±0．9 0．8±0．7 5，2±1，3 4．8±1．3   

4．3％   5．4％   4．3％   4．3％   5．49ム   2．1％   4．3年ム   5．40Ⅵ   33．3？・i 31．2％  

1，7±0．7 0．7士0，71．5±1．12．3±1．2 0．7±0．51，8±1．31．2±1．3 2．3：±1．2 2．7：±1．91．0：土1．0  

10．5％   4．2％   9．5％  14．7％   4．2％  11．6％   7．4％  14．7？も  16．89も   6．4％  

～12．0′′   

12．1′′ ～16．0′′  

は1′′～20．0′′1・7±1・41・7±0・50・7±0・51・0±1・20・8±0■71・0±0・80・7±0・50・3±0・50・2±0・40▲7±0・5  

19．3％  19．3％   7．7％  11．5q占   9．6％  11，5％   7．7％   3．8％  1．9％   7．7％  

0．7＝ヒ0．5 0．3±0．5 0，2：±0．4  0．2±0．4  0．2±0．4  
20．1′′ ～  

4％  22  

0．2±0．4 0，8±0．9  

1．4％   6，9％  

0．2＝ヒ0．4 0．2±0．4 0．7＝ヒ0．9 4．0±1．0 6．0±2．1  

1．4％  1．4％   5．6％   33．3％  50．0％  
～12．0′′  

は－′′～16・0′′2・・8－・5創・83・0±1・22・8±0・71・7±0・91・は0・9－・7±0・72・2±0・72・5±1t81・0±0・6  

了．4％  14．9％  14，09も   8，3％   9．1％   8．3％  10．7％  12．4％   5．0％  

は1′′～20．0′′1・3±1・20・7±0・51・0±0・81・7±0・52・0±1・51・3±0・50・2±0・40・2±0・40・7±0・90・3±0・5  

14．3％   7．1％  10．7％  17．9％  21．4％  14．3％  1．8％  1．8％   7．1％   3．6％   

20，1′′～  0▼2±0・4  0・5±0・80▲2±0・41・0±0・80・3±0・50・2±0・4  
1nb  21  5％   7  9％  14  

0．3±0．5 0．7±0．9 0，7＝ヒ0．5 0．3＝ヒ0．5 0．7：±0．9 0．5±0．5 0．5±0．5 0．5：±0．5 5．5±2．6 6．2±1．1   

2．1％   4，2％   4．2％   2．1％   4．2¢も   3．2㌔   3．2％   3．2％   34．7q8  38．9％  
■｝12．0′′  

は1′′～16．0′′2・3±2・01月±1・62・7±2・42・7±0・71・5±0・51・7±0・51・3±0■51・5±1・42・3±1・42・5±0・5  

11．5％   9．0％  13．19も  13．1％   7．4％   8．2qb   8．5％   7．4％  11．5％  12．3％  

ー6，1′′～20・0′′0・・90・2±0・42・2±1・03t2±1・50・5±0■＝7±0・50・3±0・5  

1．9％   21．2％  36．5％   5．8％   7，7％   3．8％  

0．7±0．5 0．5±0．8   

7．78も   5．8年i  

0．5＝±0．5 0．2±0．4  0．2±0．4  0．5±0．5  
20．1′′ ～  

0．3士0．5 0．5±0．51．2：±0，71．0±1，5  0．5±0．8 0．7±0．71．2＝ヒ1．5 3．2：±1．3 4．3±1．2  
～12．0′′  

2．8％   3，9％   9．1％   7．8％  3．9％   5．2％  9．1？b   24．7qb  33．7㌔  

2，0±1，61．3±0．9 2．2±1．6  

10．5㌔   7．0％  11．4％  

0．2：±0．4 0．2±0．4 0．2：±0．4   

2．6㌔   2．6％   2．6％  

0．3＝ヒ0．7  

14，3％  

12．1′′～16．0・′2・2±0・71・8±0・9 2・3±1▼11・7±1・22・2±1・32・0±1・01■3±1・1  

11．4％   9．7％  12．3％   8．8‰  11．4㌔  10．5％   7．0％  

16．1〝～20．0〝1・2±1・30・5±0・51・7±1・50・8±0・70・3±0・71・3±1■40・2±0・4  

17．9％   7，7？8   25．6‰  12．8％   5，1％   20．5％   2．6％  

20・1′′～ 050・・4   0・4050・505  
上段：出現数の平均±SD  
下段：出現割合  
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に紫がる／ミスを受けるために行ったプレイの  

出現割合を示したものである、、  

12．0秒以ドでは，A大学においてカット  

（66．7％）が他のプレイに比べ有意に高く，ス  

クリーン（22．6％）がカットプレイ（6．5％），ド  

リフト（4．3％）に比べ肯慮に応力ゝった（、B大  

学においてカット（68．1％）が他のプレイに比  

べ有ノ酎二高かった。C大学においてカ、ソト  

（64．2％）が他のプレイに比べ高く，スクリー  

ン（21．1％）がドリフト（6．3％）に比べ有意に高  

かった、，D大学においてカット（50．6％），ス  

クリーン（35．1％）がカットプレイ（7．8％），ド  

リフト（6．5％）に比べ有感に南カLった 

12．1～16．0秒では，A人′、芦においてカlソト  

（37．9％）がドリフト（16．8％）に比べ青息に高  

かった。B大学においてスタリ岬ン（38．8％）  

がドリフト（19．0％），カットプレイ（16．5％）  

に比べ有感に高かった＝ C大学においてパス  

を受けるために行ったプレイはかソトとスク  

リーンの割合が高い傾向であった。D大学に  

おいてカット（33．3％），スクリーン（27．2％）  

がカットプレイ（14．9％）に比べ肯慮に高かっ  

た′ C大学においてフ寸ワードポジション  

（57．7％）が他のポジションに比べ存意に高  

かった‖ D大学においてフォワードポジショ  

ン（38．5％）がハイポスト（5．1％）．ローポスト  

（5．1％）に比べ有意に多かった 

以上のことから，攻撃所要時間が長くなる  

にしたがってゴール近辺のローポストで  

シュートに繋がるパスを受ける割合が低くな  

り，ガードポジション，フォワードポジショ  

ンのゴールから遠い制限区域の外側でパスを  

′受ける割合が高くなることが明らかになり，  

内lJH2002，2004）の「バスケ、ソトボールでは  

ゴールヘ近づくことが重要であり，揚（空間）  

の戦術的な重要度は距離に反比例して増加す  

る．つまり．〔言〕ゴール近辺，②制限区域の内  

側、ぼ刷閲層城の外側とシューターがパスを  

受ける地域に優先順位の存在は不可欠であ  

る」という理論を裏付ける結架となった．、  

2．攻撃所要時間とシュートに繋がるパスを   

受けるために行ったプレイ   

図：うは大学及び攻撃所要時間別にシュート  

～12 0′∫  121′′ ～16．0′′  

A
 
B
 
C
 
D
 
 

A
 
B
 
C
 
D
 
 

25qD  50㌔  

161－′～ 20 0‘’  

A
 
B
 
C
 
D
 
 

A  

B  

C  

D  

50㌔  75㌔  100㌔  100㌔  0㌔  25㌔  50㌔  75日8  

ロガードロフォワードmコーナー母ハイポスト胴ローポスト   

図2 大学及び攻撃所要時間別におけるシュー ト繋がるパスを受けたポジションの出現割合  
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レイ，ドリフトを交えて多様なプレイ，16．1  

～20．0秒の攻撃所要時間ではカ、ソトでハーフ  

コート・オフェンスを組み立てていることが  

確認されたし，  

3．各攻撃所要時間におけるシュートに繋が  

るパスを受けたポジションとパスを受け  

るために行ったプレイ   

図4は12．0秒以下，図5は12．1－16．0秒，  

図6は16．1～20．0秒の大学及び攻撃所要時間  

におけるシュートに繋がるパスを受けるため  

に行ったプレイ別にパスを受けたポジション  

の出現割合を示したものである、〕   

図4よりカ、ソトでは，各大学（A：80．6  

％，B：93．9％、C：91．8％，D：82．0％）と  

もローポストでパスを受ける割合が他のポジ  

ションに比べ有意に高かった。すなわち12．0  

秒以下の攻撃所要時間ではシュートに繋がる  

パスをカ、ソトによって制限区域内のローポス  

トで受けた割合が高かったことから，ゴール  

近辺でポストアップによってシュートに繋が  

たし．  

16．1～20．0秒では，A，C，D大学におい  

てカ、ソト（A：46．2％，C：53．8％，D：59．0  

％）がスクリーン（A：9．6％，C：11．5％，  

D：10．3％），カットプレイ（A：11．5％，  

C：9．6％，D：5．1％）に比べ有意に高かっ  

た。B大学においてカット（55．4％），ドリフ  

ト（35．7％）がスクリーン（5．4％），カットプレ  

イ（3．6％）に比べ有意に高かった。   

以上のことから，12．0秒以下及び12．1－  

16．0砂の攻撃所要時間では，カットとスク  

リーンでシュートに繋がるパスを受けた割合  

が高く，16．1～20．0秒の攻撃所要時間では，  

かソトでシュートに繋がるパスを受けた割合  

が高く，カットプレイとドリフトは12．1～  

16．0秒の攻撃所要時間で12．0秒以下の攻撃所  

要時間よりシュートに繋がるパスを受けた割  

合が高くなることが明らかになった。すなわ  

ち，12．0秒以下の攻撃所要時間ではカット及  

びスクリーン，12．1～16．0秒の攻撃所要時間  

ではカット及びスクリーンを中心にカットプ  

12．1”－16，0‘′  ～12．0′′  

A  

B  

C  

D  

A
 
B
 
C
 
D
 
 

0㌔  25％  50㌔  75‰  25％  50㌔  75％  1009l  

161’’－ 20 0′′  

A  

B  

C  

D  

A  

B  

C  

D  

0㌔  25㌔  50㌔  75㌔  100㌔  0㌔  25㌔  50％  75㌔  100％  

ロカット出力ットプレイ団ドリフト■スクリーン  

図3 大学及び攻撃所要時間別におけるシュートに繋がるパスを受けるために行ったプレイの出現割合  
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るパスを受けることが多いと考えられるし，ス  

クリーンでは，A．C，D大学においてパス  

を受けたポジションに有意な差は認められな  

かったし 

図5よりシュートに繋がるパスを受けたポ  

ジションの出現割合は，カットでは，B，  

C．D大′封こおいてフォワードポジション  

（B：45．2％，C：30．0％，D：36．8％），  

ガードポジション（B：35．3％，C：30．0％，  

D：28．9％）が高く，A大学において有意傾  

向であった。12．1～16．0秒の攻撃所要時間で  

はシュートに紫がるパスをカリトによって制  

Ⅰ眼区域の外側のフォワードポジション，ガー  

ドポジションで受けた割合が高かったことか  

ら，Ⅰカ、ソト．Ⅴカ、ソト Lカットでシュー  

トに紫がるパスを受けることが多いと考えら  

れるじ カットプレイでは，A大学においてハ  

イポスト（70．0％）が痛く，B，C，D大学に  

おいてハイポスト（B：45．0％，C：39．1％，  

D：52．9％），ローポスト（B：45．0％，C：  

56．5％，D：47．1％）が高かった。．ドリフトで  

は．B大学においてはコーナー（43．5％），C  

大学においてはフォり【ドポジション（56．5  

％）が高かったい A及びD大学においてポジ  

ションに有意な叢が認められなかった、〕スク  

リーンでは，B大′判こおいてはフォワードポ  

ジション（36．2％）が高かったが，A，C，D大  

学においてシュートに紫がるパスを受けたポ  

ジションには有慮な叢が認められなかったし 

図Gよりシュートに繋がるパスを受けたポ  

ジションの出現割合は，カ、ソトでは，A大学  

においてガードポジション（54．5％）．B大学  

においてフォワードポジション（35．5％），  

コーナー（32．3％），C大学においてフォワー  

ドポジション（64．3％），1〕大学においてフォ  

ワードポジション（43．5％）、ガ…ドポジショ  

ン（34．8％）が痛く，12．1～16．0秒の攻撃所懐  

時間と同様に制限区域の外側でシュートに繋  

がるパスを受けた別合が高いことから，Ⅰ  

カット，Ⅴカ、ソト，Lカ、ソトでシュー トに繋  

がるパスを受けることが多いと考えられる 

ドリフトでは，B大学おいてシュートに繋が  

かソトプレイ  
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D
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D
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D
 
 

25㌔  50㌔  75㌔  100㌔  25㌔  50㌔  75㌔  100㌔  

ロガードロフォワードⅢコーナー田ハイポスト甘口ーホスト   

図4 攻撃所要時間（～12．0’’）における大学及びシュートに繋がるバスを受けるために行ったプレ  

イ別のパスを受けたポジションの出現割合  
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図5 攻撃所要時間（12．1”～16．0’’）における大学及びシュートに繋がるパスを受けるために行った  

プレイ別のパスを受けたポジションの出現割合  
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図6 攻撃所要時間（16．1”～20．0”）における大学及びシュートに繋がるパスを受けるために行った  

プレイ別のパスを受けたポジションの出現割合  
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12．1～16．0秒及び16．1…20．0秒の攻撃所要時  

間でシューターが1カリ ト Vカット，L  

カ、ソトによって制限区域の外側であるガード  

ポジション フォワードポジションで多くパ  

スを受けたことは，内山（2002）が「喝の優先  

順位」のほかに，ゴール近辺，制限区域の内  

側，外側で，ミスマッチ（身体的，扱術能力  

差）による1対1での有利な状況を作ること  

が可能である場合やスリーポイントシュー  

ト，ミドルシュート，ドライブインが得意な  

プレイヤーがいる場合に，その状況は巌大限  

に活周されるべきであるという「個人の能力  

差の優先順位」が存在すると述べていること  

によると推察される，1すなわち，「域の優先  

順位」は低いが，制限区域の内側より比較的  

広いスペ岬スがとれ∴移動することによって  

ディフェンスを鯛すことができる制限区域の  

外側でミドルシュートあるいはドライインが  

得意なプレイヤーが「個人の能力差」を清かす  

ためにシュートに繋がるパスを受けていると  

考えられる。  

12．0秒以下と12．1～16．0秒の攻撃所要時間  

でシ ューターがスクリーンによってパスを受  

けるときにポジションによる叢が認められな  

かったことは，ヘルプサイドにおいてローポ  

ストのポストマンを利用したステーショナ  

リースクリーンが行われたとき，ローカット  

（ローポストに向かって）するとローポスト  

で．ハイカ、ソト（ハイポストに向かってカッ  

ト）するとハイポストで，マークマンが先読  

みしてスクリーナーの縁ろにいるときには  

ポ、ソプアウト（ゴールと反対の方向に飛び出  

す）するとコーナーでパスを受けるようにな  

る。また，ボールサイドにおいてフォワード  

ポジションにいるプレイヤーがローポスト付  

近にいるプレイヤーに対してダウンスクリー  

ンをセットしたとき．レギュラーカット（ス  

クリーナーが元いた方向にカット）すると  

フォワードポジションで－ スクリーナーの  

ディフェンスがユーザーにつこうと先読みし  

るハスをコーナー（40．0％）で受けた割合が高  

かった。   

以上のことと攻撃所要時間におけるシュー  

ターがパスを受けるために行ったプレイ（図3）  

から，12．0秒以【Fの攻撃所要時間では，ポス  

トアップとスクリーンでシュートに繋がるパ  

スを受けることが多く，ポストア、ソプでパス  

を受けるときにはゴール近辺のローポストが  

多く，スクリーンではパスを受けたポジショ  

ンが分散していることが明らかになった。  

12．1～16．0秒の攻撃所要時間では，シュー  

ターがカットによってパスを受けるときには  

Ⅰカ、ソト，Ⅴカット Lカットによって制限  

区域の外側のフォワードポジション，ガード  

ポジション，カリトプレイによってパスを受  

けるときにはゴール近辺のローポスト．制l眼  

区域の内側のハイポストが多かったことが明  

らかになり，スクリーンによってパスを受け  

たポジションは分散し，ドリフトによってパ  

スを受けるときにはB大学においてコー  

ナー，C大学においてフォワードポジション  

の制限区域の外側，A及びD大学において  

ゴール近辺，制限区域のI村側，制限区域の外  

側で合わせのプレイを行っていたことが判明  

したィ 

16．1～20．0秒の攻撃所感時間では，Ⅰカッ  

ト Ⅴカ、ソト，Lカ・ソトによって制限区域の  

外側でシュートに繋がるパスを受けることが  

多く、パスを受けたポジションには大学に  

よって追いがあるということが判明した（A  

大学：ガードポジション，B大学：フォワー  

ドポジション，コーナー．C大学：フォワー  

ドポジション D大学：フォワードポジショ  

ン，ガードポジション）。  

12．0秒以下の短い攻撃所要時間でシュー  

ターがポストアップによってゴール近辺の  

ローポストで多くパスを受けたことは，前述  

の「場の優勢順位」を清かし、バッサーが  

シュート成功率の高いゴール近辺にパスを出  

したためと考察される 
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たときには，スクリーナーがスリ、ソプ（ゴー  

ル方向に向かってカット）するとローポスト  

でパスを受けるというように，バッサーの位  

置，スクリーンの穫頬，スクリーンがセ、ソト  

された位置，カ、ソトする方向によってパスを  

受けるポジションが決まるため，パスを受け  

たポジションが分散したと考察される。  

12．0～16．0秒の攻撃所要時間でシューター  

がカットプレイによってゴール近辺，制限区  

域の内側でパスを受けたのが多かったこと  

は，ナイト・ニューエル（1992，p207）が  

シュー トチャンスを得られるように常にゴー  

ルへのカットインを行う，さらに，倉石  

（1995，p98）がカ、ソトプレイはディフェンス  

が気を抜く瞬間を狙って攻撃するプレイであ  

り，スクリーンと大きく輿なる優位点は，広  

くスペースがとれることであると述べている  

ことから，パスを出したプレイヤーあるいは  

パス交換が行われているときヘルプサイドの  

プレイヤーがよりシュート成功率の高いゴー  

ル近辺や制限区域の内側に飛び込んだことに  

よると考えられる。   

しかし，カット（Ⅰカット，Ⅴカット，L  

カ、ソト），スクリーンに比べ出現割合が低  

かったことは，中川（2006）がガードポジショ  

ンからフォワードポジションへパスするサイ  

ドへのパスでは，自分のマークマンは正面に  

いるのでレシーバーのマークマンだけ意識す  

ればよいが，制限区域の内側にパスする際に  

は，バッサーは自分のマークマンとカッター  

のマークマンの2人のディフェンスがいるた  

めにパスを適すのが難しくなると述べている  

ことと，吉井（1987，p244）が，「プレイヤー  

がカ、ソトするときには，何としてもでも防御  

者をふり離し，ボールを寄こせという気持で  

カットせよ」と指摘しているにもかかわら  

ず．カッターがディフェンスをふり離すよう  

なスピードを出さず，オフェンスの動きの中  

でゴールへカットインを行っていたためと推  

察される。  

12．1～16．0秒の攻撃所要時間でシューター  

がドリフトによってゴール近辺，制限区域の  

内側，外側で合わせのプレイを行ったこと  

は，倉石（1995，pp．112－123）が3人の合わせ  

方では，優先順位は①ボールマン，②ドライ  

ブインにいった側のプレイヤー，③ヘルプサ  

イドのプレイヤーであり，ボールマンがいつ  

でも2カ所にパスをできるように合わせて動  

かなければならない，さらに吉井（1987，  

p241）が相手ディフェンスの破れを発見し  

て，「ゴールまでドライブインできるはず」の  

プレイヤーがその途中でできなくなったとき  

には，ディフェンスが「スウイ、ソチ」して  

「ローテーション」することによってできる，  

味方のより空いているプレイヤーにパスする  

ことができなければならないと述べているこ  

とから，ドライブや1対1を行っているプレ  

イヤーにヘルプにいったディフェンスのマー  

クマンのオフェンスにパスを出したことによ  

ると考察される。しかし，制限区域の外側で  

合わせのプレイを行ったことは，ローポスト  

付近での1対1からの合わせを行っているた  

めに制限区域の内側でパスを受けるスペース  

がなかったこと，合わせるポジションを制限  

区域の外側にする戦術をとっていることが理  

由として挙げられるが，さらに詳細な分析，  

検討が必要と思われる。   

また，今回の分析で，16．1～20．0秒の攻撃  

所要時間において，カット（Ⅰカット，Ⅴ  

カット，Lカット）によってシュートに繋が  

るパスを受けたポジションに大学によって適  

いがみられたこと，B大学では，12．1～16．0  

秒の攻撃所要時間において，スクリーンに  

よってパスを受けたポジションはフォワード  

ポジションが多く，12．1から16．0秒及び16．1  

～20．0秒の攻撃所要時間において，ドリフト  

によってパスを受けたポジションはコーナー  

が多かったという大学における戦術の特徴が  

確認されたことから，攻撃所要時間に分類し  

て行ったゲーム分析は自チームの戦術の反省  
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でパスを受けることが多かった 

以上のことから，シュートするためにパス  

を受ける地域には攻撃所要時間が短い時には  

ゴール近辺で，攻撃所要時間時間が長くなる  

にしたがって制限区域の外側でパスを受ける  

ことが多くなり，シューターはまずシュート成  

功率の高いゴール近辺でシュートを放ち仁次  

に制限区域の外側でシュートを放つという鳩  

の優先順位が存在することが示唆された。今  

匝】の分析結果はハーフコート・オフェンスを  

指導する上での－一指針になると考えられるし 

注   

1．5秒ルール：ボールをコントロールして   

いるプレイヤーが，ディフェンスプレイ   

ヤーに1mより近い位置で柑橘的にディ   

フェンスされた場合，5材以内にパス，   

シュートあるいはドリブルしなければなら   

ない－〕  

2．8秒ルール：バ、ソクコートでボールをコ   

ントロールしたチームは，8抄以内にボール   

をフロントコートに進めなければならないt  

3．24秒ルール：ボールをコントロールした   

チームは，24秒以内にシュートしなければ   

ならないし〕   
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